
 

（第２号様式）   
令和７年３月26日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立相模原城山高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学習意欲を

高めるため、組織

的な授業改善の充

実に取り組む。単

位制の利点を生か

せる教育課程を実

践する。 

 

 

②Ⅲ期「ICT 利活

用」「プログラミ

ング教育」の研究

推進校として、研

究と実践を深め

る。 

 

 

①「主体的・対話

的で深い学び」

の実現に向けた

組織的な授業改

善と ICT を活用

した探究的な学

びの充実を図

る。 

 

②指定校事業の研

究や実践を授業

改善に活用し、

「総合的な探究

の時間」等を含

む全教科への取

組として推進す

る。 

 

 

①基礎学力の定着を図

る。授業では、調べ

学習や発表の機会、

振り返りの時間を多

く設け、ICTの効果的

な活用方法を研究

し、情報共有を行

う。 

 

②全ての科目でプログ

ラミング的な思考を

意識した授業展開を

行う。公開研究授業

を実施し、その成果

を広く発信する。 

 

①生徒が主体的に授

業に取り組み、学

習意欲や興味関心

を高めることがで

きたか。ICT の効

果的な活用によ

り、生徒の理解が

深まったか。 

 

②生徒が教科指導を

通して、プログラ

ミング的思考を意

識し、教科の理解

や探究的活動等

に、その視点を広

げ活用することが

できたか。 

 

①毎時の授業の振り返

りや年２回の生徒によ

る授業評価から、生徒

が主体的に授業に取り

組むことができてい

る。モニターやロイロ

ノートも積極的に活用

している。 

 

②年２回の授業互見週

間を行った。２回目に

は公開研究授業を実施

し、「プログラミング

教育を意識した授業」

「見通しを持ち、文理

横断的な探究的な学び

を意識した情報活用能

力の育成」というテー

マで議論した。

①生徒の学習意欲や

興味関心を高めるた

めに、他校への視察

結果もふまえて ICT

のより効果的な活用

方法や先進的な取組

について研究する。 

 

 

②全ての科目で、

ICT を効果的に活用

し、プログラミング

的な思考を意識した

授業展開を行ってい

るが、さらに効果的

な授業の展開や探究

的活動につながる学

びを模索する必要が

ある。 

 

①生徒が主体的に授業

に取り組んでいる。１

人１台端末の積極的な

利活用をはじめ、今後

も先進的な取組に期待

する。また、保護者に

１人１台端末の活用状

況について、周知する

ことが望ましい。 

②プログラミング的思

考の一つの形として、

見通しをもった授業展

開や、目標に向かって

スモールステップで着

実に力を身に付けさせ

ることなどが挙げられ

る。アンケート結果を

ふまえ、さらに授業を

工夫してほしい。 

①来年度から全年次で新校
の教育課程が実施されるこ
ととなる。来年度の年間行
事予定の大幅な見直しは、
２学期制を意識したものに
改善されたと言える。１人
１台端末の積極的な活用と
周知は、今後も引き続き取
り組んでいく。 
 
 
②ICT 利活用授業研究推進校
とプログラミング教育研究
推進校の指定校事業につい
ては、一定の成果が見られ
た。来年度から、指定校事
業がプログラミング教育研
究推進校に一本化される
が、引き続き実効性のある
研究に取り組みたい。ICT の
活用と直接体験を伴う領域
とのバランスを取ることが
ポイントである。 

①教育課程における選択
科目の配置や組合せ、展
開方法等について更に検
討や改善を重ねていく。
全職員が ICT 機器を有効
活用する中、１人１台端
末とロイロノート、来年
度導入される電子黒板の
有効活用が求められてい
る。保護者に対する１人
１台端末の活用状況の周
知については、今後研究
していく。 
②授業では、プログラミ
ング的思考や探究的な学
びをキーワードにして、
引き続き授業改善に取り
組んでいく。また、プロ
グラミング的思考を、学
校行事や日々の学校生活
に活用できるよう、今後
も研修や自己研鑽の機会
を充実させる。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①学校行事や部活動

の活性化を通し

て、生徒の主体性

と協調性を育み、

社会性の涵養を図

る。 

 

 

 

 

②生徒一人ひとりに

対するきめ細かな

支援と規律正しい

学校生活への指導

の充実を図る。 

 

 

 

①様々な学校行事

と部活動への積

極的な取り組み

を充実させ、学

校全体の活力と

する。また、交

通安全教育と人

権教育の充実を

図る。 

 

②生徒情報を共有

し、多様な生徒

の理解を深める

ことで、個に応

じた適切な支援

を行う。また、

規範意識の向上

に努める。 

 

 

①学校行事では、生徒

主体の活動を実践

し、新しい工夫を取

り入れる。また、部

活動への積極的な参

加と入部を促す。交

通安全教育を強化

し、スケアードスト

レイトを実施する。 

 

②様々な場面で生徒情

報を共有し、SC・SSW

と連携しながら適時

にケース会議を実施

する。相談窓口を広

げ周知する。学校生

活アンケート、サポ

ートドックの結果を

より効果的に活用す

る。 

 

①生徒が、学校行事

や部活動を通し

て、学校生活や日

常の生活に改善が

見られ、アンケー

ト等の結果から充

実感や達成感が得

られているか。交

通安全に対する意

識を高められた

か。 

②家庭や外部機関と

の連絡を密にし、

組織的に支援がで

きたか。生徒がよ

り相談しやすい環

境を整えられた

か。アンケート結

果等を上手く活用

できたか。 

 

①生徒主体の活動を推

進し、文化祭や体育祭

など、生徒の実行委員

会を有効活用した。ま

た、県教育委員会や県

トラック協会、近隣の

中学校と連携し、スケ

アードストレイトを実

施した。 

 

②教育相談予約フォー

ムを活用することによ

って、生徒が SC、SSW

に相談しやすい環境を

構築した。また、サポ

ートドックを通して、

生徒の課題についての

早期把握や学校内の連

携体制を確立した。 

 

 

①実行委員会を通し

て生徒から行事運営

についてアイデアを

引き出せるよう、働

きかけるとともに、

生徒に部活動の加入

を促していく。 

 

 

 

②引き続き県教育委

員会、地域、家庭と

連携し、交通安全教

育やいのちの教育を

粘り強く進める。 

SC、SSW の積極的な

活用を推進するとと

もに、外部機関（児

童相談所等）との連

携を強化し、実効性

の高い教育相談体制

を構築する。 

①学校行事を通して、

生徒の自己有用感を高

められることが望まし

い。体育館耐震工事や

第一グラウンド使用不

可の制約があるもの

の、部活動加入率の向

上について引き続き取

組をお願いする。 

 

②スケアードストレイ

トは、交通安全教育と

しての教育効果も高い

のではないか。通学時

における自転車のマナ

ーや交通安全について

考える機会となった。 

サポートドックで生徒

の課題の把握に努めつ

つ、外部機関、SC、SSW

との連携により、個別

相談の充実や積極的な

運用に努めてほしい。 

 

①新入生説明会における部活
動紹介や生徒間の勧誘を通し
て、部活動への参加を促して
いる。現状で５割程度の入部
率を引き上げる工夫が求めら
れている。また、生徒主体の
行事にするために、いかに生
徒の声や力を取り入れていく
かが課題である。 
 
 
 
②スケアードストレイトは、
生徒に事故の実態を直に見て
もらう良い機会となった。一
方で、鮮烈な記憶は時間とと
もに薄れていくので、普段か
ら粘り強く指導していく必要
がある。 
サポートドックでは、アラー
トの出た生徒を中心に丁寧に
面談を行い、課題の把握を行
っている。アラートの出なか
った生徒で、課題を抱えてい
る生徒の発見と働きかけが課
題である。 
 

①体育館の耐震工事に伴
い、体育館競技を中心に
旧・相模原総合高等学校
を活用するなど、様々な
工夫を行って、部活動を
維持している。また、部
活動の広報活動や顧問の
相互研修を実施するな
ど、部活動加入率アップ
に向けた取組も求められ
ている。さらに、生徒委
員を活用しながら、生徒
主体の行事に向けて工夫
することが望ましい。 
②スケアードストレイト
の行事だけではなく、普
段からの絶え間ない指導
や注意喚起によって、実
際の事故を減らしていく
ことが求められている。 
今後とも生徒をよく観察
し、変化や兆候をいち早
くとらえ、生徒の課題の
発見と働きかけを粘り強
く取り組んでいく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①進路希望の実現に

向けて、生徒一人

ひとりが主体的に

目標を設定し、計

画的に実行できる

指導・支援の推進

を図る。 

②生徒の多様な進路

実現に向けて、有

益かつ早く正確な

情報提供を行う。 

 

 

①生徒が主体的に

進路選択できる

ように、校外で

の体験や三者面

談の充実を図

る。 

 

②「総合的な探究

の時間」を活用

したキャリア教

育を充実させ、

計画的で効果的

なガイダンスを

実施する。外部

業者と連携を図

る。 

①年次進行に合わせ

て、計画的で効果的

なガイダンスを実施

する。三者面談を活

用し、個々の進路に

応じた、きめ細かい

進路指導を行う。 

②「総合的な探究の時

間」の進路探究活

動、校外での体験や

外部テストの活用の

充実を図る。また、

ガイダンスの内容を

工夫し、正確で有益

な情報提供には ICT

を活用する。 

①生徒が主体的に目

標を設定し、多く

の生徒が希望の進

路を実現できた

か。「総合的な探

究の時間」による

進路探究活動等に

新しい工夫があっ

たか。 

②コンソーシアムサ

ポーター拠点校と

して、その活動を

支援し、より多く

の生徒が有益な活

用をすることがで

きたか。 

①生徒ガイダンスや三

者面談を通して、生徒

の進路希望の実現につ

なげた。また「総合的

な探究の時間」では、

小論文対策等の外部テ

ストを活用した。 

②コンソーシアムサポ

ーター拠点校として、

インターンシップ（看

護実習を除く）に 21 名

の生徒が参加し、体験

的な学びを通して職業

観や勤労観を育んだ。 

①外部講師の有効活

用など、体験の機会

を増やして、生徒ガ

イダンスを充実す

る。また、志望理由

書やエントリーシー

ト、面接練習など個

の支援を充実する。 

②引き続き、インタ

ーンシップの充実を

図るとともに、コン

ソーシアムサポータ

ー拠点校の次年度へ

の引継を円滑に行

う。 

①総合型選抜等にも対

応できるよう生徒に多

様な視点や生き方を学

ぶ機会を増やしたい。

外部講師の活用は効果

があった。高校３年間

及び将来を見通した進

路指導・キャリア教育

を推進してほしい。 

②インターンシップに

よって、生徒の勤労観

の育成や、キャリア選

択、自己理解にもつな

がっている。企業と学

校とで Win-Win の関係

を築いてほしい。 

①総合的な探究の時間等に

おける外部講師の活用は、

生徒から大変好評であっ

た。小論文の外部テストの

導入は、生徒に改善すべき

箇所をわかりやすく示す効

果があった。 

 

②インターンシップの事業

所の中には、様々な事情を

抱えていることをふまえ、

受入れ先の事業所の確保が

課題である。コンソーシア

ムサポーターの引継を円滑

に進め、引き続きインター

ンシップの充実を図る。 

①外部講師の活用や小論

文の外部テストの導入は

成果があったが、より効

果的な方法について、引

き続き研究を進めたい。

また、生徒ガイダンスや

三者面談などの取組も引

き続き充実させていく。 

②コンソーシアムサポー

ター配置制度で培ったノ

ウハウを活かしつつ、イ

ンターンシップへの参加

を生徒に促していく。生

徒への情報周知や事業所

との綿密な連携も、この

事業の成否の鍵となる。 

４ 地域等との協働 

①地域との交流や協

働を深め、地域に

信頼され開かれた

学校づくりを推進

する。 

 

 

②外部（近隣小中学

校・大学・専門学

校等）との連携や

協働を強化し、地

域の教育力を積極

的に取り入れる。 

①本校の情報を地

域に発信すると

ともに、生徒が

職業体験等で地

域に参画するこ

とを通して地域

との連携を深め

る。 

②大学との連携授

業や地域の学校

との様々な連携

を継続し、新た

な取組について

も検討する。 

①本校の教育活動の取

組をホームページや

広報誌等で、地域や

保護者に積極的に発

信する。 

 

 

②外部との連携や協働

に、多くの生徒が積

極的に参加できるよ

う工夫し、地域の教

育力を活用する。 

①情報発信や地域に

貢献することで、

本校の教育活動が

理解され、信頼感

が高まったか。 

 

 

②地域の教育力を活

用することで、生

徒の自己肯定感を

育むことができた

か。新たな取組を

模索することがで

きたか。 

①学校行事や授業の様

子などをホームページ

で積極的に発信した。

ひまわりクラブが、地

元の公民館等で発表を

行った。10 月の「オー

プンスクール」では、

中学生や保護者に授業

や部活動を公開した。 

②神奈川工科大学との

連携講座「ロボットプ

ログラム制御」を生徒

が受講した。 

①本校が地域に愛さ

れ信頼されるよう、

日頃の取組や特色を 

積極的に発信する。 

「オープンスクー

ル」の取組をさらに

充実させ、広報活動

の一翼となるよう工

夫する。 

②地域や大学、短大

等との連携を一層強

化する。 

①「オープンスクー

ル」やPTA「ふれあい花

壇」整備は、本校と地

域をつないでいる。中

学生と本部役員、小学

生と部活動部員の交流

も大変有意義であっ

た。DIG 訓練を通して

「共助」を考える機会

にしてほしい。 

②大学との連携講座な

ど、今後も地域の力を

借りながら、生徒の能

力を伸ばしてほしい。 

①「オープンスクール」

は、地域に開かれた学校と

して意義あるものであっ

た。PTA の「ふれあい花壇」

や文化祭などの行事に加え

て、本校と地域をつなぐツ

ールをさらに模索する必要

がある。 

②ひまわりクラブや生徒会

役員だけでなく、有志の生

徒や他の部活動部員が地域

に出ていく取組があっても

よいのではないか。 

 

①本校と地域をつなぐツ

ールを大事にしながら、

PTA との連携を今後も推

進し、地域とのつながり

を深めていく。DIG 訓練

についても、今後工夫し

たい。 

 

②中高連携、高大連携、

を活用しながら、生徒が

直に地域と関わる機会を

増やすための方策を考え

たい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒の安全・安心

な学校生活を維持

するため、すべて

の職員が様々な変

化に速やかに対応

し、積極的に課題

に取り組む組織を

構築する。 

 

②風通しの良い職場

環境を心掛け、事

故・不祥事防止に

努める。また、学

校運営協議会を活

用することで、組

織的な課題解決力

の向上を図る。 

①教職員一人ひと

りが業務の効率

化、改革と協働

に取り組み、課

題の解決に向け

て相談しやすい

職場環境を醸成

する。 

 

②働き方改革の推

進と事故・不祥

事防止の両立に

ついて職員の意

識を高め、研修

会や日常の声か

け、注意喚起等

の活動からリス

クの低減を図

る。 

①年次、グループや職

員間の連携と協働を

意識し、連絡や相互

の声掛けを大切にす

ることで、些細な事

でも相談しやすい職

場環境を整える。衛

生委員会を活性化さ

せる。 

②年間の計画やタイム

スケジュールを見直

す。効果的な研修を

実施し、教職員一人

ひとりが、自身の問

題として考えられる

よう工夫することで

事故・不祥事防止に

努める。 

①学校の課題を整理

し、1 つ 1 つの業

務を見直すこと

で、組織的に効率

よく業務を推進す

ることができた

か。協働しながら

進める業務が増加

したか。 

②働き方改革への理

解が進んだか。事

故・不祥事防止が

徹底できたか。学

校運営協議会を活

用することができ

たか。 

 

 

①企画会議を通して、

学校の課題を整理する

とともに、業務の見直

しを行った。また、衛

生委員会を定期的に開

催し、職場環境の改善

につなげた。 

 

②職員会議で、時間外

在校等時間の情報を共

有し、働き方改革への

理解を進めた。事故・

不祥事防止研修会を定

期的に開催し、職員の

意識を高めた。学校運

営協議会では、様々な

視点から、学校運営に

係る貴重なご意見をい

ただき、活用できた。 

①教職員一人ひとり

がグループ相互の連

携と協働を意識しな

がら、業務を推進す

ることが望ましい。 

衛生委員会を活用す

るなど、職場環境の

改善に努めること。 

②引き続き、働き方

改革を推進するとと

もに、事故・不祥事

は誰でも起こり得る

という共通理解のも

と、引き続き、日常

の声かけや注意喚起

を通して、事故・不

祥事防止に取り組ん

でいく。 

①業務の効率化に努め

るとともに、衛生委員

会を活性化させ、職場

環境の改善に努めるこ

と。協働しながら進め

る業務の増加について

は、目標設定も含めて

吟味が必要である。 

②時間外超過勤務の改

善に向けて業務の効率

化と働き方改革の一層

の推進をお願いする。

教職員一人ひとりが、

当事者意識をもって事

故・不祥事防止に努め

てほしい。日頃からお

互いに注意喚起ができ

る職場の雰囲気をつく

ることが望ましい。 

①各グループで業務改善に

努めるとともに、企画会議

を通して学校全体の視点か

ら、業務を見直し、効率化

に努めた。また、衛生委員

会の定期的な開催により、

職場環境を改善した。 

 

②働き方改革については、

勤務時間管理システムを活

用することで、職員の意識

が変わりつつある。また、

定期的な不祥事防止会議の

開催と日頃の注意喚起によ

り、職員の意識は着実に高

まっている。風通しの良い

職場環境を構築し、事故・

不祥事を起こさせない環境

づくりが求められている。 

①各グループによる業務

改善を推進するととも

に、年間行事など、全体

の動きをふまえた業務の

整理も必要である。ま

た、今後も職場環境の改

善に向けて衛生委員会を

定期的に開催していく。 

②働き方改革を推進する

ためには、職員の意識だ

けでなく、業務の絶対量

を減らすことも必要であ

る。また、事故・不祥事

を自分事としてとらえる

ことやヒヤリハットを共

有し、事故防止に向けて

何ができるのか、一つひ

とつの積み重ねが大切で

ある。 

 


